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＜連絡事項＞
・教育委員会から、医療福祉学会のPPT提出期限について掲示されています。締め切りは10月15日（金）、ＰＰＴ枚数は10枚までとなっています。
＜患者様連絡事項＞

・森　ひで様～ピレノキシン点眼液1本、フルオロメトロン０．０２％点眼液1本処方となっています。妹様来院され、洗濯物を取りに来ています。厚手のズボンを依頼しています。今後は毎週木曜日に来院するとのことです。

＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～手踊りするような奇異行動や小声で独語聞かれるが、日課は行えており、作業にも拒否なく参加している。他者への迷惑行為はない。
・高橋　義明様～ホールにて唸り声や独語はあるが、日課の遅れはなく、介入に対しての

易怒性もない。作業にも拒否なく参加している。
＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・上村　みわ様～腰の脇が痛いく右膝も痛いと話しています。膝の運動はついてはいらないと否定的です。歩き方は大分良くなっている事を伝えるが分からないと答えています。
・滝田　英人様～主治医から何かストレスは溜まっていないかと聞かれると「ない」と答えています。診察中も独語が多く聞かれますが、脈拍も乱れなくリズム安定しています。内服薬の変更はなし。
・長谷川　陽一様～採血の結果が良ければデイケア（青陽館）に通いたいと主治医に

話しています。自衛隊や市役所等の電話はいけない事を伝え終了している。
・出河　攻様～本人からも眩暈はあるが頭痛はないとの事です。夜間は３０分毎に起きていたと話しています。頭部ＣＴすすめられるが、「いらない」との事で経過観察となっています。
・中川原　義雄様～睡眠も確保できている。Ｄｒより物忘れを軽減するため、薬のドネベジルを服用しているので、悪化はしていないと担当医より説明あります。フェルビナクスチック２本処方、内服薬変更ありません。
＜皮膚科診察＞
・小笠原　文人様～10/4にスピール膏貼付したがすぐに剥がれたため、10/11(月)に再度スピール膏貼付、10/14(木)摘除予定となっています。

※処方
　　・尾嵜　マリ子様～テルビナフィンクリーム1本

　　・小田　タネ様～デルモゾールＤｐ軟膏1本
　※治癒
　　・井上　和美様～右趾間の白癬
　　・森　ひで様～仙骨部、左臀部の褥瘡
　　・小笠原　文人様～右踵の水疱
